
申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

　
ご
み
の
収
集
時
間
は
、
収
集
経

路
の
変
更
な
ど
で
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
収
集
日
の
午
前
８
時

半
ま
で
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
は
自
治
会
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
分
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
指
定
袋
に
入
っ
て
い
な
か
っ

た
り
し
て
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残

さ
れ
た
不
適
切
な
ご
み
は
、
自
治

会
で
分
別
し
、再
度
、ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
環
境
課
（
内
線
１
８
３
）

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
　

９
月
の
環
境
講
座

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
生
ご
み
堆
肥
化
講
座

　
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
と
バ
ケ
ツ
を
使
っ

て
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
生
ご

　学校や保育園、病院、公園などの公共施設や、住
宅地に隣接する農地など、多くの方に影響を与える
可能性がある場所で農薬を使用する場合には、周辺
への配慮が必要です。
　病害虫の被害を受けた部分の剪

せん

定
てい

や人手による害
虫の捕殺などの防除を優先し、農薬を散布するとき
は、次のことに気を付けましょう。❶ラベルに記載
されている使用方法や注意事項を守る。❷散布する
ときは、事前に周辺住民に使用の目的や散布日時、
農薬の種類、使用者の連絡先を周知する。❸散布は、
無風か風が弱いときに行うなど、近隣に影響が少な
い天候や時間帯を選び、周りに飛散させないよう気
を付ける。❹近隣に化学物質に敏感な人が居住して
いることを把握している場合には、早目に連絡して
事前調整するなど十分配慮してください。
　　農業振興課（内線５４８）

み
処
理
と
、
狭
い
土
地
で
堆
肥
化

で
き
る
ブ
ロ
ッ
ク
処
理
の
方
法
を

学
び
ま
す
。

□
と
き
　
９
月
１４
日
㈯
午
前
９
時

半
―
１１
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ（
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
南
側
）

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
Ｅ
Ｍ
ぼ

か
し
を
３
個
進
呈
し
ま
す
。

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
、
火
曜

日
休
館
）

窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー

ト
に
協
力
を

　
市
で
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

す
。

　
市
役
所
な
ど
の
窓
口
に
お
越
し

の
皆
さ
ん
の
満
足
度
を
定
期
的
に

調
査
し
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

や
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
務
め

ま
す
。

□
期
間
　
９
月
２
日
㈪
～
１３
日
㈮

□
方
法
　
各
窓
口
で
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
配
布
し
ま
す
。記
入
の
上
、

回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

□
結
果
　
広
報
え
な
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http://w

w
w

.city.
ena.lg.jp/

）
で
公
表
し
ま
す
。

　
　
企
画
課
（
内
線
３
３
１
）

高
齢
・
障
が
い
者
の
人
権

電
話
相
談
所
を
開
設

　
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
に
電
話
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職

員
が
、電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
９
月
９
日
㈪
～
１５
日
㈰

□
時
間
　
▽
月
～
金
曜
日
＝
午
前

８
時
半
～
午
後
７
時
　
▽
土
、
日

曜
日
＝
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

□
電
話
番
号
　
０
５
７
０
―
０
０

３
―
１
１
０

　
　
総
務
課
（
内
線
３
０
７
）

ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ

　
　

６５
歳
以
上
は
入
場
無
料

　
世
界
淡
水
魚
園
水
族
館
「
ア
ク

ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
」
で
は
、
敬
老
の

日
特
別
企
画
と
し
て
、
６５
歳
以
上

の
方
の
入
館
料
を
無
料
と
し
ま
す
。

□
と
き
　
９
月
１４
日
㈯
～
１６
日
㈪

午
前
９
時
半
～
午
後
６
時
　

□
持
ち
物
　
運
転
免
許
証
な
ど
年

齢
を
証
明
で
き
る
も
の

　
　
ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
志
０
５

８
６
―
８
９
―
８
２
０
０

注
意
、
消
火
器
が
破
裂

　
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
６
月
に

宮
城
県
で
、
７
月
に
は
岡
山
、
徳

島
、
鹿
児
島
の
各
県
で
、
腐
食
が

進
ん
だ
古
い
消
火
器
を
使
用
し
た

と
こ
ろ
、
消
火
器
が
破
裂
す
る
事

故
が
相
次
い
で
発
生
。
過
去
に
は

死
亡
事
故
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
腐
食
の
進
ん
だ
古
い
消
火
器
を

持
つ
方
は
、
絶
対
に
使
用
せ
ず
購

入
店
や
取
り
扱
い
店
に
相
談
し
て

適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
予
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９

（
内
線
２
６
２
）

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
公
園
を

利
用
し
て

　
最
近
「
花
火
な
ど
の
禁
止
行
為

を
し
て
い
る
」「
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん

や
ご
み
が
放
置
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
公
園
は
、
多
く
の
方
が
利
用
し

ま
す
。禁
止
行
為
は
行
わ
ず
、ペ
ッ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
多
機
能

型
携
帯
電
話
）
は
、
便
利
な
道

具
の
た
め
急
速
に
普
及
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
異
な
る
部

分
が
あ
る
の
で
、
使
い
方
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
は
、
匿
名
性
が
あ

る
た
め
、
詐
欺
的
な
請
求
を
受

け
て
も
無
視
す
れ
ば
済
む
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

は
、
現
在
位
置
を
表
示
す
る
機

能
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
能
を

利
用
し
、
個
人
の
行
動
を
把
握

し
た
上
で
架
空
請
求
な
ど
を
し

て
く
る
の
で
、
無
視
し
き
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

で
投
稿
し
た
内
容
と
位
置
情
報

を
連
動
さ
せ
れ
ば
、
特
定
の
個

人
を
狙
っ
た
広
告
や
詐
欺
的
な

請
求
も
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　「
無
料
と
表
示
さ
れ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
（
機
能
を
追
加
）

し
た
ら
、
突
然
、
料
金
を
請
求

さ
れ
た
」「
ア
ダ
ル
ト
情
報
サ

イ
ト
で
年
齢
確
認
ボ
タ
ン
を
押

し
た
ら
高
額
料
金
を
請
求
さ
れ

た
」
と
い
う
詐
欺
的
な
取
引
の

問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
前
に
、
そ
の
説
明
を
よ
く
読

み
、
評
価
の
悪
い
ア
プ
リ
は
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
さ

れ
た
ら
、
慌
て
て
業
者
に
連
絡

せ
ず
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
消
費
者
生
活
相
談
窓
口
志

２
６
―
２
１
３
１

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加

ト
の
ふ
ん
や
ご
み
は
持
ち
帰
り
、

喫
煙
は
遠
慮
す
る
な
ど
、
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
公
園
は
み
ん
な
の
憩
い
の
場
、 

み
ん
な
の
も
の
で
す
。
大
切
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
都
市
整
備
課（
内
線
２
１
７
）

振
り
込
め
詐
欺
多
発
、
緊
急
事
態
を
宣
言

　
振
り
込
め
詐
欺
や
も
う
け
話
に
ま
つ
わ
る
詐
欺
な
ど
の
金

融
被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
最
近
は
、
手
口
が
よ
り
巧
妙

化
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
市
内
で
は
、
す
で
に
４
件
の
振
り

込
め
詐
欺
が
発
生
し
、
被
害
金
額
は
１
７
５
０
万
円
余
り
。

す
で
に
昨
年
の
年
間
被
害
額
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
７
月
19
日
に
は
、
恵
那
警
察
署
で
振
り
込
め
詐

欺
等
被
害
多
発
に
伴
う
緊
急
対
策
会
議
を
開
き
「
振
り
込
め

詐
欺
等
多
発
に
伴
う
緊
急
事
態
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
　
防
災
情
報
課
（
内
線
３
１
６
）

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　「
私
は
振
り
込
め
詐
欺
や

も
う
け
話
に
は
だ
ま
さ
れ
な

い
」
と
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん

か
。
高
齢
者
を
狙
う
振
り
込

め
詐
欺
は
、
決
し
て
人
ご
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
私
は

大
丈
夫
」
で
は
な
く
「
自
分

の
身
に
も
起
こ
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
、
警
戒
心
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
話
を
う

の
み
に
せ
ず
「
慌
て
な
い
」

「
事
実
を
確
認
す
る
」「
誰
か

に
相
談
す
る
」
を
常
に
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
最
近
多
い

手
口
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
オ
レ
オ
レ
詐
欺
】

・
初
め
か
ら
子
や
孫
の
名
前

を
出
し
て
く
る
（
不
正
に
入

手
し
た
個
人
情
報
か
ら
）

・
身
内
を
装
っ

て
携
帯
電
話

の
番
号
の

変
更
を
伝

え
、
変
更

し
た
番
号
か
ら
電
話
が
来
る

【
還
付
金
詐
欺
】

・
○
○
の
職
員
を
装
っ
て
、

お
金
が
戻
る
話
を
し
、
巧
み

な
話
術
で
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

操
作
さ
せ
る

【
も
う
け
話
詐
欺
】

・
社
債
の
購
入
を
勧
め
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
く

・
社
債
や
未
公
開
株
な
ど
、

特
別
に
、
あ
な
た
だ
け
に
案

内
す
る
と
い
う
心
を
く
す
ぐ

る
話

　
こ
の
機
会
に
、
家
族
や
周

り
の
人
と
「
詐
欺
の
話
」
を

今
一
度
話
し
合
っ
て
、
被
害

に
遭
わ
な
い
心
の
準
備
や
、

対
策
を
取
っ
て

く
だ
さ

い
。

　
困
っ

た
こ
と
が

起
き
た
ら

消
費
生
活
相
談
窓
口
（
志
２

６
―
２
１
３
１
）
に
相
談
く

だ
さ
い
。

農薬散布は周辺に配慮を 案
　
　
内

▲腐食が進んだ消火器

問

▲阿木川公園（大井町）に
放置されたごみ

▲署長と市長が宣言書に署名

申
・
問

問

問問

問

問

問

問

問

9 82013.8.15 広報えな

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康



み
ん
な
の
掲
示
板

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

ぎ
ふ
東
濃
ア
ー
ト
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
絵
て
が
み
作
品

　
ぎ
ふ
東
濃
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

２
０
１
３
絵
て
が
み
コ
ン
テ
ス
ト

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

□
部
門
　
子
ど
も
の
部
（
中
学
生

以
下
）、一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

□
テ
ー
マ
　
▽
子
ど
も
の
部
＝
お

気
に
入
り
の
東
濃
　
▽
一
般
の
部

＝
東
濃
の
じ
ま
ん

□
規
格
　
は
が
き
サ
イ
ズ
の
用
紙

を
使
用

□
申
し
込
み
方
法
　
作
品
の
裏
面

に
❶
住
所
❷
氏
名
❸
年
齢（
学
年
）

❹
職
業
（
学
校
名
）
❺
電
話
番
号

―
を
記
入
し
、
郵
送
か
持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
１０
月
３１
日
㈭

□
そ
の
他
　
用
紙
の
材
質
や
絵
の

具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
版
画
な
ど
の
描

画
材
料
は
自
由
で
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
〒
５
０
７
―
８
７
０
８

多
治
見
市
上
野
町
５
―
６
８
―
１

県
東
濃
振
興
局
振
興
課
（
東
濃
西

部
総
合
庁
舎
内
）
志
０
５
７
２
―

２
３
―
１
１
１
１（
内
線
２
０
７
）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

先
進
地
へ
の
視
察
参
加
者

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目

指
し
て
、
太
陽
光
利
用
の
先
進
地

長
野
県
飯
田
市
と
、
小
水
力
利
用

が
全
国
一
の
山
梨
県
都つ

留る

市し

へ
の

視
察
研
修
に
参
加
す
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

□
と
き
　
９
月
７
日
㈯
午
前
８
時

（
市
役
所
前
に
集
合
）

□
と
こ
ろ
　
飯
田
市
の
太
陽
光
発

電
、
都
留
市
の
小
水
力
発
電
施
設

□
定
員
　
２４
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
２
０
０
０
円（
昼
食
代
、

保
険
代
、
交
通
費
）

　
　
市
小
水
力
推
進
協
議
会
志
２

８
―
２
９
６
８

　
　
環
境
課
（
内
線
１
８
３
）

　シアター恵那９月の開催情報

　　　　　　　  　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□長月シリーズ　１２日㈭、１３日㈮、２３日㈪、２５日㈬
～２７日㈮
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※名古屋競馬の全レース、金沢競馬など全国の地方
競馬のレースも発売。大井競馬や川崎競馬、門別競
馬などナイター発売する日もあります

市の人口（８月１日現在）
総数５３，８５１人（－２２）
  男  ２６，０４９人（－８）
  女  ２７，８０２人（－１４）
世帯１９，４６５世帯（＋７）

（　）内は前月との比較
市内の火災（７月）
建物０件（７件）
その他０件（２４件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（７月）
人身事故８件（８５件）
物損事故１１４件（９０２件）
負傷者１１人（１１４人）
死者　０人（１人）

（　）内は１月からの累計
救急車出動回数（７月）
１７７回（１,２６８回）

（　）内は１月からの累計

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の
里
で

は
、
秋
の
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
巨
木
の
中
を
歩
き
神
秘
を
感

じ
る
原
生
林
散
策
と
日
本
名
松

百
選
の
松
並
木
、
樹
齢
２
０
０

０
年
の
弁
慶
ス
ギ
を
訪
ね
る
散

策
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
▽
ア
ラ
イ
ダ
シ
原
生

林
散
策
＝
９
月
１
日
㈰
、
１０
月

８
日
㈫
、
２０
日
㈰
、
１１
月
３
日

㈰
、
１７
日
㈰
　
▽
大
船
山
・
松

並
木
散
策
＝
１０
月
１３
日
㈰

□
定
員
　
各
２０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
３
０
０
０
円
（
入
山

料
、
保
険
料
、
ガ
イ
ド
料
、
軽

昼
食
代
含
む
）

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
住
所
❷

氏
名
❸
連
絡
先
❹
参
加
希
望
日

―
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
連
絡
す
る

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の

里
自
然
倶
楽
部
志
思
４
７
―
３

１
５
１
、
死fukujyu@

np
osizen.enat.jp

中
京
学
院
大
学
　
　
　
　

こ
こ
ろ
の
健
康
公
開
講
座

　
中
京
学
院
大
学
で
は
、
こ
こ
ろ

の
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
９
月
２８
日
㈯
午
前
１０
時

～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
伊
豆
一
郎
氏
（
中
京
学

院
大
学
看
護
学
部
准
教
授
）

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
住
所
❷
氏

名
❸
性
別
❹
電
話
番
号
―
を
、
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

連
絡
す
る

　
　
　
　
中
京
学
院
大
学
瑞
浪

キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座
事
務
局
志

０
５
７
２
―
６
８
―
４
５
５
５

（
内
線
５
２
５
）、
思
０
５
７
２
―

６
８
―
４
５
６
８
、
死soum

u
@

chukyogakuin-u.ac.jp

第
３０
回
食
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
検
定
試
験

　
第
30
回
食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

検
定
試
験
は
、
同
日
に
全
国
で
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

検
定
試
験

□
と
き
　
１１
月
２４
日
㈰
▽
基
礎
＝

午
前
９
時
１５
分
～
１０
時
１５
分
　
▽

３
級
＝
午
前
１０
時
４０
分
～
午
後
０

時
１０
分
　
▽
２
級
＝
午
後
０
時
半

～
２
時

□
と
こ
ろ
　
中
京
学
院
大
学
瑞
浪

キ
ャ
ン
パ
ス

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
受
験
で
き

ま
す

□
料
金
　
▽
基
礎
＝
３
０
０
０
円

▽
３
級
＝
４
５
０
０
円
　
▽
２
級

＝
７
０
０
０
円
　
▽
基
礎
、
３
級

併
願
＝
７
５
０
０
円
　
▽
２
、３

級
併
願
＝
１
万
１
５
０
０
円
）

□
締
め
切
り
　
９
月
３０
日
㈪

準
備
講
習
会

□
と
き
　
１０
月
２６
日
、１１
月
２
日
・

１６
日
・
２３
日
（
土
曜
日
）

□
料
金
　
２
０
０
０
円
（
１
回
で

も
４
回
で
も
同
一
金
額
）

※
検
定
試
験
を
希
望
す
る
方
は
電

話
で
資
料
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
中
京
学
院
大
学
中
京
短

期
大
学
部
健
康
栄
養
学
科（
田
中
）

志
０
５
７
２
―
６
８
―
４
５
５
５

（
内
線
２
１
１
）、
思
０
５
７
２
―

６
８
―
４
５
６
８

□対象　市内在住か在勤で住宅に困っていて、
市税を滞納していない方（同居親族と入居でき
る方。所得制限があります）
□入居可能日　１０月中旬
□申し込み方法　都市整備課か恵那南部地域の

振興事務所に備え付けの申込書に記入の上、必
要書類を添えて申し込む
□受付期間　９月２日㈪～１３日㈮
□決定方法　応募多数の場合は選考とします。
　　　　都市整備課（内線２３７）

※入居可能日から３カ月以内に結婚し住宅に同居する方は、同居親族の資格があります。昭和３１年４月１
日以前に生まれた方か、障がい者など条例に定める単身での申し込み資格を満たしている方のみ、単身
で申し込みができます。ただし３ＤＫ以上は、単身での申し込みはできません。この募集で申し込みの
なかった住宅は、申込期間を延長し先着順とします。その際は、都市整備課で受け付けます

種類 住宅名 所在地 構造 間取り 戸数 家賃

市営

大洞住宅 長島町 簡易耐火２階建
２ＤＫ ２戸 １２,０００円～２２，６００円
３ＤＫ １戸 １３，６００円～３２，５００円

丸池住宅 大井町 簡易耐火２階建 ２ＤＫ ２戸 　８，６００円～１９，２００円

片平住宅 明智町 簡易耐火平屋建
２Ｋ １戸 　４，８００円～１２，７００円
３K １戸 　７，４００円～１７，６００円

市営住宅の入居者を募集

募
　
　
集

秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
の
参
加
者
を
募
集

▲神秘的な根上がり木

問

申
・
問

申問

申・問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

11 102013.8.15 広報えな

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康




